
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ミャンマー、中国、ベトナムから日本語の上手な若者たちを日本に招待するため、共立国
際交流奨学財団が選びました。 
 
共立国際交流奨学財団は日本語の上手な若者たちを選ぶために 2011年 10月にヤンゴンを
訪れました。まず、質問形式の試験、約 50人の中から選抜された人に、3つのテーマで発
表させました。その中から優秀者 5人が選ばれました。 
 
ミャンマーで入賞した５人は、中国、ベトナムで同様に入賞した人たちと一緒に 2012年の
初めに日本旅行の招待を受けます。 
 
共立国際交流奨学財団は 1995年 11月に設立され、2010年に日本国政府から許可を受けま
した。 
共立国際交流奨学財団は奨学生のための活動を中心に行っている団体であります。 
 
今回の「夢・日本体験賞」は日本の歴史、文化、生活、教育などを体験するとともに、日
本のことをより深く知ってもらおうという試みであります。また、日本の大学やテレビ局
の見学などもする予定だそうです。 

ミャンマー地元ジャーナル「Weekly ELEVEN」に掲載! 

2011年度日本語体験コンテスト inミャンマーについて、2011年 11月 7日月曜日 

ミャンマー地元ジャーナル「Weekly ELEVEN」に掲載されました!! 

【日本語訳】 


